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家管理システムの作成 

 

坪田 大和 原田 僚人  

 

 

１．研究概要 

 最近身近になっている「IoT」の技術。 

例えば、スマートフォンから遠隔でエアコン

をつけておいたり、スマートフォンを使った

玄関の鍵の施錠だったりが挙げられる。そん

な IoT の技術を学び、IoT を知らない人でも

視覚的に理解できるモデルを作成する。 

Arduino UNO R4 Wi-Fi という基盤を主とし

て機器の制御を行い、新たなプログラムの知

識・技術を得ると同時にマイコンの制御につ

いて理解を深めた。 

 

２．研究の具体的内容 

（０）使用機器 

 以下の表は、実際に課題研究で使用した機

器やアプリケーションの名称と用途について

まとめたものである。（表１） 

 

表１ 名称/用途 

Arduino UNO R４Wi-Fi 

Arduino UNO Rev３ 

全体の制御 

（図１） 

Seeed Stduio XIAO 

ESP32S3 Sence 

家監視カメラ 

（図２） 

木材 家 

サーボモータ 遠隔ロック 

カメラの視点移動 

７セグメント LED４桁 デジタル時計 

電子ブザー アラーム機能 

電球 遠隔操作の電球 

人感センサ 防犯センサ 

スマートフォン 操作用 

Arduino Cloud プログラムの作成 

Arduino IoT Cloud 

Remote 

スマートフォンの

操作画面 

 

図１ Arduino UNO R4 Wi-Fi 

 

 

図２ Seeed Stduio XIAO ESP32S3 Sence 

 

（１）制作手順 

０：環境整備 

  スマートフォンから Wi-Fi で Arduino 基

盤に接続できるようにする必要があるため

IP アドレスと MAC アドレスを調べ、マイコ

ンをネットに接続できるようにした。これ

によりスマートフォンと Arduino の基盤と

が接続できるようになった。またピンの数

が不足するため、全体制御用マイコン(R４W

i-Fi)と時計用マイコン(Rev３)に分けた。 

 

 １：プログラムの作成 

  Arduino 環境で開発をしていくことにし

た。ソフトウェアとしては Arduino Cloud

を用いて開発を進めた。こちらでは、スマ

ートフォンでの操作画面の作成に加え、実

際にプログラム開発も行うことができたた

め操作画面とプログラムを並行して進めた。 
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２：家の作成 

  メインとなる材料には木材を使用した。

安全面や外見の綺麗さに配慮して紙やすり

や棒やすりを用いて整えた。また、中の様

子や状態が見やすいように L 字型の設計に

した。 

  

３：機能の搭載 

  基盤を隠す・配線をきれいにするために

家の下に土台を用意し、その中に配線した

基盤やブレッドボードなどを入れた。この

土台により家全体の移動もしやすいものと

なった。電球の取り付けやロックの取り付

けなどにはそれぞれの機器のサイズに合わ

せて木材を加工した。 

 

 ４：追加機能 

  文化祭までに実装させた機能に特に問題

もなかったため家監視カメラを追加機能と

して制作した。 

 

（２）作成したシステム 

私たちは、文化祭までに４つのシステム

を、その後カメラ機能をもつシステムを作

成した。計５つのシステムを搭載すること

ができた。 

以下の表は、作成したシステムの概要に

ついてまとめたものである。（表２） 

 

表２ 作成したシステム名とその概要 

遠隔ロック 

システム 

スマートフォンからの入

力によって玄関の施錠・解

除ができる 

仕組みとしては、玄関の扉

の真下にくぼみを掘り、サ

ーボモータによって突起

が引っかかるか抜けるか

によって施錠・解除が可能

である 

 

アラーム 

機能付き 

デジタル時計 

・７セグメントディスプレ

イを用いて、24 時間を表 

すことのできる時計 

・スマートフォン側から任

意の時間（時間単位であり

分単位ではない）にアラー

ムをセットができる。セッ

トした時間が来たとき、電

子音が鳴る 

遠隔消・点灯

可能な電球 

 

スマートフォンからの 

入 力 に よ っ て 電 球 の 消

灯・点灯を切り替えること

ができる 

防犯センサ 人感センサを用いて、人を

感知すればスマートフォ

ンに通知（ライトの点灯に

より示す）が届くようにな

っている 

家監視カメラ ESP32 CAM を用いて、家の

中を監視し映像をスマー

トフォン側から取得がで

きるカメラ機能をもつ 

（ビデオストリーミング） 

 

１：遠隔ロックシステム 

 スマートフォン側からボタンを押すとサー

ボモータが動作するようにプログラムを作成

した。土台の裏側にサーボモータを取り付け、

扉の下側・土台の扉の位置にそれぞれ穴、く

ぼみをつけボタンを押すとサーボモータの突

起が引っかかるか戻るかにより動作するよう

にした。（図３） 

プログラムとしては以下のようになる。 

  if(key == HIGH){ 

    myservo.write(0); 

  }else{ 

    myservo.write(90); 

  } 

＊key はスマートフォンからの入力した値を

を受け取るための変数(今回は HIGH,LOW) 
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図３ サーボモータの動作 

 

２：アラーム機能付きデジタル時計 

以下は、アラーム機能の on・off を表すも

のである。 

   if(timer==HIGH){ 

        digitalWrite(13,HIGH); 

   }else{ 

        digitalWrite(13,LOW); 

   } 

＊timer はスマートフォンからの入力した値

を受け取るための変数（今回は HIGH,LOW） 

 

そして以下は、実際にどのようにして時刻 

を表したり、アラーム機能を実現したりした

かを説明したものである。 

初めに図４では、時刻計算を行っている。60

秒経つと１分に、60 分経つと１時間に、24

時間経つともう一度０時に戻るといった計算

を行っている。 

 

 

図４ 時刻計算を表すプログラム 

 

 続いて図５では、時計制御用とは別の全体

制御用のマイコンからアラームの時間が二進

数で送られているため、そのデータを十進数

に戻すプログラムである。最後の行では各桁

を足していることを表す。 

 

 

図５ 二進数から十進数に変換する 

プログラム 

 

そして図６では時計制御用マイコンのプロ

グラム全体になっている。 

 

 

図６ 完成した時計制御用マイコンの 

プログラム 
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３：遠隔消・点灯可能な電球 

 以下がプログラムとなっている。 

   if(light == HIGH){ 

        digitalWrite(4,HIGH); 

    }else{ 

        digitalWrite(4,LOW); 

    } 

light というスマートフォン側の変数とマ

イコン側のピン４がどちらも HIGH であれば

点灯、どちらもが LOW であれば消灯と操作画

面のオブジェクトの反応によって消・点灯が

切り替えることができるようになっている。 

 

４：防犯センサ 

 人感センサが反応したときは、図７のよう

に表示される。反応していないときには図８

のように表示される。これにより外出時に人

の有無をスマートフォンから確認できる。 

 

 

図７ スマートフォン側の表示（人検知時） 

 

 

図８ スマートフォン側の表示（未検知時） 

 

５：家監視カメラ 

図９では、実際に映像が映ったときの画面

を載せたものである。 

 

図９ 実際の動作画面 

 

図 10 は、家監視カメラでのプログラム全体

である。 

 

 

図 10 家監視カメラのメインプログラム 
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図 10 家監視カメラのメインプログラム 

 

６：プログラムの全容 

以下は、今回のプログラムの全体をまとめ

たものである。スマートフォンと各マイコン

とを接続するためのものである。(図 11) 

 

 

図 11 完成した全体制御用マイコンの 

プログラム 

 

 スマートフォン側のオブジェクト（ボタン

など）が返す値（HIGH か LOW など）によって

マイコン側の指定したピンと反応しシステム

が稼働するようになっている。 

 

（２）家の途中経過から完成まで 

  初めに大きさを決め、木材を加工しおお 

よその外枠を決めた。（図 12） 

 

 
図 12 家の外枠（試作段階） 
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この段階では薄い木材を使用していたため、

厚い木材を使用して強度のある外枠を作成し

た。そこに各機能を順に搭載した。 

まず初めに、アラーム機能付きデジタル時

計を搭載した。（図 13） 

 

 

図 13 アラーム機能付きデジタル時計 

 

次に、防犯センサを搭載した。（図 14） 

 

 
図 14 防犯センサ 

 

そして、遠隔消・点灯可能な電球、遠隔ロ

ックシステムを搭載した。 

（図 15・16） 

 

図 15 遠隔で消・点灯可能な電球 

 

 

図 16 遠隔ロックシステム 

 

最後に、家監視カメラを搭載した。 

＊図９にて紹介しているため写真は省略 

している 

以下の図は、全体の完成図を表したもので

ある。（図 17） 

 

 

図 17 完成図（正面） 
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 実際に配線した基盤などは土台の中に隠し、

整っている状態を表した。（図 18） 

 

 

図 18 配線した基盤 

 

 以下は、スマートフォン側の操作画面であ

る。（図 19） 

 

 

図 19 スマートフォンでの操作画面 

 

各ボタンなどの説明については以下に示す。 

 light：on のときに電球が点灯し、off の 

ときに電球が消灯する 

key：on のときにロックがかかり、off の 

ときにロックが解除される 

 timer settings：アラームの時間設定 

 detection：人感センサに反応があれば点灯 

timer on off：タイマーをつけるかどうかを

on、off によって切り替える。 

 

（３）作業表・役割分担表 

以下の表は、月別の作業内容である。（表３） 

 

表３ 作業表 

３・４月 予定表の作成 

研究概要の確定 

必要品の購入 

５月 試作 

簡易プログラム作成 

６月 企画発表 

（資料作成） 

プログラム作成 

（デジタル時計） 

家の作成 

７・８月 プログラム作成 

９月 家の作成 

プログラム作成 

（電球・防犯センサ） 

10 月 家に機能を搭載 

プログラム作成 

（電球・防犯センサ） 

11 月 プログラム作成 

（遠隔ロック 

システム） 

文化祭 

（ポスター作成） 

12・１月 追加機能の作成 

（家監視カメラ） 

報告書作成 

研究発表 

（資料作成） 
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そして以下の表は役割分担表である。（表４） 

 

表４ 役割分担表 

坪田大和 プログラムの作成 

発表用資料の作成 

原田僚人 家の作成 

日報・報告書・発表

用資料の作成 

 

３．研究のまとめ  

本研究では、IoT（Internet of Things）の

技術を活用し、スマートフォンから設備を操

作できるスマートホームの仕組みについて研

究・制作を行った。具体的には、スマートフ

ォンからの操作によって家庭内の電気の消

灯・点灯を行うシステム、および遠隔で施錠・

解錠が可能なロックシステムをプログラムに

よって構築した。制作を通して、私たちはイ

ンターネットを介して機器同士が接続される

ことで、離れた場所からでもリアルタイムに

制御が可能になることを確認できた。また、I

oT 技術が生活の利便性や安全性を高める可

能性を持っていることを、実際の動作を通し

て理解することができた。一方で、通信エラ

ーやセキュリティ対策の重要性など、実用化

に向けた課題も明らかになった。本研究を通

じて、IoT は日常生活をより便利にするだけ

でなく、今後の社会において重要な技術であ

ると考えられる。今後は、セキュリティ機能

の強化や操作の自動化などを取り入れること

で、より実用的で安全なシステムへ発展させ

ていきたい。 
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